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～委員任命式～  
去る 4月 14日(金)、28日(金)に前期委員任

命式が行われました。 前期の学級委員・風紀委

員・生徒会委員は担任・学年から任命されます。 

クラス生活・学校生活がよりよいものになるよう、

積極的に行動してくれることを期待します。 

 
 

～避難訓練～  
4月1５日(土)に避難訓練が行われました。 雨

天のため校庭ではなく体育館への避難でしたが、

避難経路の確認ができました。東日本大震災やこ

こ最近の大きな災害に備え、避難の際の注意すべ

きことを今一度見直しましょう。またこの訓練を機

に家族で話し合い、自宅周辺の避難場所も確認し

ましょう。 

 
 

～ブロック会合～ 
避難訓練の後、体育館でブロック会合が行われ

ました。ブロックとは同じ路線、駅を利用している

生徒が顔を合わせ、災害時に協力する班のことを

指します。会合では担当の先生から災害時の行動

などの話がありました。同じブロックの先輩後輩と

顔なじみになり、災害時以外にも、困ったときには

お互いを助け合うよう心掛けましょう。 

 
 

～体育祭～ 
 

４年間新型コロナウィルスにより中止されて 
いた体育祭が 5月 20日（土曜日）に行われる

予定でしたが、前日の悪天候により延期され 
ました。９月に開催予定です。詳細はまた改めて 
お知らせします。 
 

 

～進路資料室をつかってみませんか？～ 
 受験指導部より 

受験指導部より進路資料室のご紹介です。２号

館２階（体育館への通路の手前）にある進路資料

室には、大学・短大・専門学校のパンフレットはも

ちろん、受験に役立つ受験情報誌などが閲覧でき

ます。また、入試の過去問題集（通称：赤本）も多

数そろえています。赤本は貸し出しも行っています

ので、学年問わず足を運んでみてください。 

進路資料室の中には、専門学校の資料が分野別

に整理されているので、簡単に目的の資料を探せ

ます！ 

 
進路資料室の入り口には、大学のパンフレットが

ズラリと並んでいます。もちろん、自由に閲覧可能

です。 
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大学入試問題過去問（通称：赤本）や受験情報誌

も多数取り揃えています。赤本は、貸出も行ってい

ますので、気になる大学の過去問に気軽に挑戦 

しよう！ 

 

 

～松蔭学園創立記念日～ 
松蔭学園は昭和十六年四月十八日に松浦昇平

先生によって創立されました。今年で 82 周年を

迎えます。創設者の遺徳をしのび、本校の「建学の

精神」に思いをいたし、誇りと自覚をもって日々の

生活を送るようにしましょう。 

 

昭和十年代は、日本が急速に軍事化の道を歩

みはじめたときであった。昭和十五年六月には、

文部省は修学旅行の自粛を通達、十八年全面中

止するなど、教育面においても大きな影響が出始

めていた。 

 松浦昇平先生はあえてこの昭和十五年を学校設

立元年と位置づけ、四月には現在地、世田谷区北

沢に校地を定める。当時この辺りは民家もまばら

で、特にここは荒地で、一面、熊笹や雑草が生い

茂っていた。学校設立の理想に燃える先生は、自

らも現場に立ち、鍬、シャベルを手にして地ならし

を行い、校庭となる地の整備に力を注いだ。また、

校舎設立のための資材探しに奔走する。ついには

新聞広告だけをたよりに埼玉県飯能に工場の寮

の解体材を求めた。 

 こうした努力が実り、翌十六年四月「松蔭女学校」

は創立される。先生は全日制だけでなく、昼間学

ぶことのできない者にも勉学の機会を与えるべく

夜間部を併設した。先生の教育への志はあくまで

深かった。しかしながら同年十二月には、太平洋

戦争が始まり、内外の情勢は混沌とするばかりで

あり、学園をとりまく環境も厳しいものがあった。ま

た先生も草創期ゆえの苦労を重ねる。 

 昭和二十年八月に、日本の敗戦をもって第二次

世界大戦は終了する。年を追うごとに民主化は進

み、教育面においても二十三年の学制改革を契

機に新しい教育のあり方が模索され始めた。 

 しかし、私学経営にとってこの時代は最も苦しい

ときであった。当時世相は乱れ、社会不安はつの

り、国民もまた、衣食住ともに困窮を極めていた。

そのような中で、松蔭学園は昭和二十三年四月に

は新たに「松蔭幼稚園」を開園し、《知行合一》の

教育理念のもとに一貫教育の基礎作りを推し進

めていった。学園が学校としての形態を確立する

のは、昭和三十年代に入ってからともいえるが、こ

の間においても先生の教育に対する情熱は少しの

陰も見られず、「実践の人」といわれるとおり、当

時まだ至難だった学校への電話敷設の実現をも

果たしたり、また自ら常に箒をとり校舎の内外を掃

いていたという。 

※ 本校の沿革については、学校ＨＰでも閲覧できます。

ぜひご覧ください。 

学園のあゆみ – 学校法人 松蔭学園 松蔭中学高

等学校 (shoin.ed.jp) 
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